
彦
根
東
は
初
回
、
高

田
竜
汰
君
（
３
―
６
）

の
二
塁
打
を
足
掛
か
り

に
１
死
１
・
３
塁
の
チ
ャ

ン
ス
を
作
っ
た
が
、
得

点
に
至
ら
な
か
っ
た
。

続
く
２
回
も
２
死
満
塁

と
し
た
が
あ
と
一
本
が

出
な
か
っ
た
。
そ
し
て

３
回
、
先
頭
の
手
原
健

太
郎
君
（
２
―
３
）
が

ラ
イ
ト
へ
の
二
塁
打
で

出
塁
す
る
。
２
ア
ウ
ト

後
に
篠
原
漣
君
（
２
―

５
）
が
先
制
適
時
三
塁

打
を
放
ち
、
相
手
の
エ

ラ
ー
も
絡
ん
で
自
身
も

生
還
し
２
点
を
挙
げ
た
。

先
発
の
川
副
智
哉
君

（
３
―
７
）
は
要

所
を
抑
え
る
投
球

で
６
回
ま
で
彦
根

翔
陽
打
線
に
得
点

を
与
え
な
か
っ
た
。

２
点
差
の
ま
ま

迎
え
た
７
回
。
相

手
の
エ
ラ
ー
や
四

球
な
ど
で
１
死
２
・

３
塁
と
し
、
高
田

君
の
セ
ン
タ
ー
前
適
時
打
で
２
点

を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
２
死
満
塁

と
攻
め
て
、
暴
投
と
篠
原
君
の
レ

フ
ト
へ
の
適
時
二
塁
打
、
中
澤
篤

史
君
（
２
―
６
）
の
適
時
二
塁
打

で
こ
の
回
一
挙
に
６
点
を
入
れ
た
。

そ
の
裏
、
１
死
２
・
３
塁
か
ら
犠

飛
で
１
点
を
失
っ
た
が
後
続
を
抑

え
、
７
回
コ
ー
ル
ド
で
勝
利
を
収

め
た
。

試
合
後
、
監
督
の
村
中
隆
之
先

生
は
「
対
策
の
成
果
も
あ
り
、
後

半
に
持
ち
前
の
野
球
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
さ
れ
、
次
の
試

合
に
向
け
て
「
相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー

の
投
球
に
上
手
く
対
応
し
、
野
手

が
し
っ
か
り
得
点
を
と
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
意
気
込
ま
れ
た
。

今
日
３
打
点
の
篠
原
君
は
「
最

後
の
７
回
は
自
分
た
ち
ら
し
い
野

球
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
量
得

点
に
つ
な
が
っ
た
。

最
初
の
得
点
に
つ

な
が
っ
た
場
面
で

は
、
必
ず
一
本
を

出
す
と
い
う
気

持
ち
で
打
席
に

立
っ
た
。
打
つ

こ
と
が
で
き
て

ほ
っ
と
し
た
」

と
試
合
を
振
り

返
り
「
次
の
試

合
で
は
今
日
で

き
な
か
っ
た
初

回
か
ら
の
攻
め

を
意
識
し
、
圧

倒
し
た
い
」
と

力
強
く
話
し
た
。

主
将
の
鎌
田
涼
一
郎
君
（
３
―

２
）
は
「
試
合
前
は
緊
張
し
て
い

た
が
、
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
い
３
年

生
が
試
合
に
出
る
２
年
生
に
声
を

か
け
、
元
気
づ
け
て
く
れ
た
こ
と

で
良
い
流
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
た
。
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７
月
21
日
、
第
96
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
滋
賀

大
会
の
２
回
戦
が
行
わ
れ
た
。
本
校
は
彦
根
翔
陽
高
校
と

対
戦
し
、
８
―
１
（
７
回
コ
ー
ル
ド
）
で
勝
利
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
７
月
24
日
に
皇
子
山
球
場
で
行
わ
れ
る
草
津
東

高
校
と
の
３
回
戦
に
出
場
す
る
。

8
1

▼３回表、好走塁を見せホームインする篠原君

▲

１
回
表
、
先
頭
の
高
田
君
が
左
中

間
に
二
塁
打
を
放
っ
た
。


